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■
平
成
31
年
度
林
野
庁
関
連
予

算
概
算
要
求
の
概
要

Ⅰ
．
林
野
庁
は
、
平
成
31
年
度
予
算
概
算
要
求

を
財
務
省
に
提
出
し
た
。概
要
以
下
の
通
り
。

公
共
事
業
費
２
２
９
、６
３
４
百
万
円
（
前

年
度
１
９
０
、０
２
３
百
万
円
：
１
２
０
・
８ 

％
）、
う
ち
治
山
事
業
費
７
２
、８
７
８
百
万
円

（
前
年
度
５
９
、７
３
６
百
万
円
：
１
２
２
・

０
％
）、
森
林
整
備
事
業
費
１
４
６
、７
８
２
百

万
円
（
前
年
度
１
２
０
、３
１
３
百
万
円
：
１

２
２
・
０
％
）。
非
公
共
事
業
費
１
１
５
、６
０

０
百
万
円（
前
年
度
１
０
９
、６
６
０
百
万
円
：

１
０
５
・
４
％
）。
合
計
３
４
５
、２
３
４
百
万

円
（
前
年
度
２
９
９
、６
８
３
百
万
円
：
１
１

５
・
２
％
）
と
大
幅
な
伸
び
と
な
っ
て
い
る
。

非
公
共
事
業
の
目
玉
で
あ
る
林
業
成
長
産
業
化

総
合
対
策
は
、
平
成
３
１
年
度
予
算
概
算
要
求

額
１
８
、５
７
２
（
前
年
度
１
５
、４
７
０
）
百

万
円
と
対
前
年
度
比
１
２
０
・
１
％
。
対
策
の

ポ
イ
ン
ト
は
、〝
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム

の
下
で
森
林
の
経
営
管
理
を
担
う
意
欲
と
能
力

の
あ
る
経
営
者
の
育
成
や
経
営
の
集
積
・
集
約

化
を
進
め
る
地
域
へ
の
路
網
整
備
・
高
性
能
林

業
機
械
の
導
入
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
を
結
ぶ

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
よ
る
流
通
コ
ス

ト
の
削
減
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
利
用
促
進
な
ど
木
材

需
要
の
拡
大
等
の
取
組
を
総
合
的
に
支
援
す

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
施
設
、
特
用
林

産
振
興
施
設
の
整
備
を
支
援
。

③
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業　

森
林
資
源
の
利
活
用
に
よ
り
地
域
の
活
性
化

に
取
り
組
む
モ
デ
ル
的
な
地
域
を
優
先
的
に

支
援
し
、
優
良
事
例
の
横
展
開
等
を
図
る
。

２
．
林
業
成
長
産
業
化
総
合
対
策
の
う
ち
ス

マ
ー
ト
林
業
構
築
推
進
事
業

　
【
平
成
31
年
度
予
算
概
算
要
求
額 

２
４
０

（
２
３
０
）
百
万
円
】

（
1
）
対
策
の
ポ
イ
ン
ト　

森
林
施
業
の
効
率

化
・
省
力
化
や
需
要
に
応
じ
た
高
度
な
木
材

生
産
等
を
可
能
に
す
る
「
ス
マ
ー
ト
林
業
」

を
実
現
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
活
用
に
よ

る
先
進
的
な
取
組
や
、
そ
の
普
及
展
開
を
推

進
。

（
2
）
事
業
の
内
容

①
ス
マ
ー
ト
林
業
構
築
実
践
事
業

ア　

ス
マ
ー
ト
林
業
実
践
対
策　

ス
マ
ー
ト
林

業
の
実
現
に
向
け
、
都
道
府
県
や
市
町
村
、

林
業
事
業
体
等
で
構
成
す
る
地
域
協
議
会
が

行
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
先
端
技
術
を
現
場
レ
ベ
ル

で
活
用
す
る
実
践
的
取
組
を
支
援
。

イ　

森
林
作
業
シ
ス
テ
ム
高
度
化
対
策　

素
材

生
産
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
収
集
・
運
搬
、

再
造
林
作
業
を
高
効
率
化
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を

活
用
し
た
林
業
機
械
の
開
発
・
改
良
等
を
推

進
す
る
取
組
を
支
援
。
林
業
機
械
か
ら
取
得

さ
れ
る
計
測
デ
ー
タ
の
効
果
的
な
活
用
方
策

の
検
討
や
取
得
し
た
デ
ー
タ
精
度
の
一
般
化

に
向
け
た
分
析
調
査
を
新
た
に
実
施
。

②
ス
マ
ー
ト
林
業
構
築
普
及
展
開
事
業　

先
端

技
術
に
関
す
る
専
門
的
知
識
の
提
供
、
業
務

の
効
率
化
に
対
す
る
指
導
・
助
言
を
通
じ
た

実
践
的
取
組
の
サ
ポ
ー
ト
、
国
有
林
に
お
け

る
先
端
技
術
を
一
体
的
に
活
用
し
た
木
材
生

産
の
実
証
等
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の

取
組
成
果
を
全
国
へ
普
及
展
開
。
国
有
林
の

森
林
資
源
情
報
等
関
連
デ
ー
タ
を
整
備
し
、

オ
ー
プ
ン
化
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

３
．
林
業
成
長
産
業
化
総
合
対
策
の
う
ち
木
材

生
産
高
度
技
術
者
育
成
対
策
／
現
場
技
能
者

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
林
業
労
働
安
全
対
策

　
【
平
成
31
年
度
予
算
概
算
要
求
額 

５
９
１

（
６
０
５
）
百
万
円
】

（
1
）
対
策
の
ポ
イ
ン
ト　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用

し
た
、
効
率
的
・
効
果
的
な
路
網
整
備
に
向

け
た
高
度
な
技
術
者
・
技
能
者
の
育
成
や
、

市
町
村
等
の
技
術
者
育
成
の
支
援
に
向
け
た

取
組
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
林
業
の
現
場

を
管
理
す
る
班
長
ク
ラ
ス
の
責
任
者
の
育
成

や
林
業
労
働
安
全
の
取
組
等
を
支
援
。

４
．
林
業
成
長
産
業
化
総
合
対
策
の
う
ち
木
材

産
業
・
木
造
建
築
活
性
化
対
策

　
【
平
成
31
年
度
予
算
概
算
要
求
額 

１
、４
６

８
（
１
、０
８
７
）
百
万
円
】

（
1
）
対
策
の
ポ
イ
ン
ト　

木
材
需
要
の
拡
大

を
図
る
た
め
、
低
層
建
築
物
を
中
心
と
し
た

無
垢
構
造
材
の
利
用
拡
大
、
中
高
層
建
築
物

を
中
心
と
し
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
新
た
な
木
質
建

築
部
材
の
利
用
促
進
・
定
着
、
顔
の
見
え
る

木
材
で
の
快
適
空
間
づ
く
り
等
を
支
援
。
川

上
か
ら
川
下
ま
で
の
流
通
の
各
段
階
に
お
け

る
事
業
者
の
「
お
見
合
い
の
場
」
と
し
て
、

Ｓ
Ｃ
Ｍ
（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
）
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
設
置
し
、
効
率
的

な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
向
け
た

マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進
。

５
．
林
業
成
長
産
業
化
総
合
対
策
の
う
ち
木
材

需
要
の
創
出
・
輸
出
力
強
化
対
策

　
【
平
成
31
年
度
予
算
概
算
要
求
額 

８
３
５

（
５
５
９
）
百
万
円
】

る
〟
と
い
う
も
の
。

Ⅱ
．
関
連
事
業
の
具
体
的
概
要

１
．
林
業
成
長
産
業
化
総
合
対
策
の
う
ち
林

業
・
木
材
産
業
成
長
産
業
化
促
進
対
策

　
【
平
成
31
年
度
予
算
概
算
要
求
額 

１
４
、７

３
４
（
１
２
、２
９
０
）
百
万
円
】

（
1
）
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「
意
欲
と
能

力
の
あ
る
経
営
者
を
育
成
し
、
木
材
生
産
を

通
じ
た
持
続
的
な
林
業
経
営
を
確
立
す
る
た

め
、
出
荷
ロ
ッ
ト
の
大
規
模
化
、
資
源
の
高

度
利
用
を
図
る
施
業
、
路
網
整
備
、
高
性
能

林
業
機
械
の
導
入
、
木
材
加
工
流
通
施
設
の

整
備
等
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
取
組
を
総

合
的
に
推
進
。」
す
る
も
の
。

（
2
）
事
業
の
内
容

①
持
続
的
林
業
確
立
対
策　

意
欲
と
能
力
の
あ

る
経
営
者
を
育
成
し
、
持
続
的
な
林
業
経
営

を
確
立
す
る
た
め
、
出
荷
ロ
ッ
ト
の
大
規
模

化
、
路
網
整
備
、
高
性
能
林
業
機
械
等
の
導

入
、
間
伐
材
生
産
、
主
伐
時
の
全
木
集
材
と

再
造
林
の
一
貫
作
業
、
早
生
樹
導
入
、
コ
ン

テ
ナ
苗
生
産
基
盤
施
設
等
の
整
備
、
森
林
境

界
の
明
確
化
、
自
伐
林
家
等
へ
の
支
援
等
を

推
進
。

②
木
材
産
業
等
競
争
力
強
化
対
策　

木
材
産
業

等
の
競
争
力
強
化
を
図
る
た
め
、
意
欲
と
能

力
の
あ
る
経
営
者
と
の
連
携
を
前
提
に
行
う

木
材
加
工
流
通
施
設
、
木
造
公
共
建
築
物
、
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（
1
）
対
策
の
ポ
イ
ン
ト　

林
業
の
成
長
産
業

化
を
実
現
す
る
た
め
、
公
共
建
築
物
等
の
木

造
化
・
木
質
化
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
、
民
間
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
非
住

宅
建
築
物
等
へ
の
木
材
利
用
な
ど
の
様
々
な

分
野
に
お
け
る
木
材
需
要
の
創
出
と
高
付
加

価
値
木
材
製
品
の
輸
出
拡
大
の
取
組
を
支

援
。

（
2
）
事
業
の
内
容

ア　

民
間
部
門
主
導
の
木
造
公
共
建
築
物
等
整

備
推
進
事
業　

民
間
事
業
者
等
が
主
導
す
る

公
共
建
築
物
等
の
木
造
化
・
木
質
化
を
推
進

す
る
取
組
を
中
央
段
階
及
び
地
域
段
階
で
支

援
。

イ　
「
地
域
内
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
構
築
事
業

（
ア
）
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

に
お
け
る
「
地
域
内
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
に
向
け
、
地
域
の
体
制
づ
く
り
や
技
術
開

発
、
技
術
面
で
の
相
談
・
サ
ポ
ー
ト
等
を
支

援
。

（
イ
）
木
材
の
新
た
な
マ
テ
リ
ア
ル
利
用
促
進

に
向
け
た
技
術
開
発
等
を
支
援
。

ウ　

高
付
加
価
値
木
材
製
品
輸
出
促
進
事
業　

木
造
住
宅
等
の
輸
出
を
促
進
す
る
取
組
や
企

業
間
の
連
携
に
よ
る
モ
デ
ル
的
な
輸
出
の
取

組
、
日
本
産
木
材
製
品
の
ポ
イ
ン
ト
Ｒ
等
の

取
組
を
支
援
。

エ　
「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
」
普
及
促
進
事
業　

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に
基
づ
く
木
材
関
連
事

業
者
の
登
録
推
進
、
幅
広
い
関
係
者
へ
の
ク

リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
の
普
及
啓
発
の
取
組
へ
の
支

援
。国
内
外
の
違
法
伐
採
関
連
情
報
を
提
供
。

オ　

民
間
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
非
住
宅
建
築
物
等

木
材
利
用
促
進
事
業　

木
材
利
用
に
取
り
組

む
民
間
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
木
造

建
築
物
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
作
成
・
実
証
・

普
及
、
民
間
企
業
や
国
民
に
対
す
る
普
及
啓

発
活
動
の
取
組
を
支
援
。

■
「
平
成
29
年
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
動
向
調
査
」

の
結
果
（
速
報
）
に
つ
い
て　

平
成
30
年
9
月
7
日
、
林
野
庁
は
「
平
成
29

年
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
動
向
調

査
」
の
結
果
（
速
報
）
を
公
表
し
た
。

平
成
29
年
に
お
け
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
た
木
材
チ
ッ
プ
の
量

（
速
報
）
は
、全
体
で
８
７
２
・
６
万
ト
ン
（
前

年
比
１
２
・
８
％
の
増
加
）、
こ
の
う
ち
間
伐

材
・
林
地
残
材
等
に
由
来
す
る
も
の
は
２
６

３
・
５
万
ト
ン（
前
年
比
３
７
・
４
％
の
増
加
）

と
な
っ
た
。

１
．
調
査
の
概
要
に
つ
い
て

林
野
庁
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
（
注
）
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
動
向
を
把
握
す
る
た
め
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
し
て
い
る
発

電
機
及
び
ボ
イ
ラ
ー
を
有
す
る
事
業
所
を
対
象

と
し
て
、
事
業
所
の
概
要
、
利
用
し
た
設
備
の

動
向
、
公
的
補
助
の
活
用
状
況
、
利
用
し
た
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
量
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
そ

の
動
向
等
に
つ
い
て
公
表
し
て
い
る
。

平
成
29
年
の
調
査
で
は
、
調
査
対
象
と
し
て

全
国
１
、４
４
７
事
業
所
の
う
ち
、
１
、３
９
８

事
業
所
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
（
回
答
率
97
％
）。

今
般
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
た
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
う
ち
、
木
材
チ
ッ
プ
の
量
に
つ

い
て
、調
査
結
果
（
速
報
）
を
取
り
ま
と
め
た
。

（（
注
）
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、
バ
イ
オ
マ
ス

（
動
植
物
に
由
来
す
る
有
機
物
）
の
う
ち
木
質

で
あ
る
も
の
を
言
い
、具
体
的
に
は
、木
材
チ
ッ

プ
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
、
薪
、
木
粉
（
お
が
粉
）

等
を
指
す
。）

２
．
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
た
木
材

チ
ッ
プ
の
量
（
速
報
）
に
つ
い
て

平
成
29
年
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ

た
木
材
チ
ッ
プ
の
量
は
、
全
体
で
８
７
２
・
６

万
ト
ン
と
な
り
、
前
年
か
ら
９
９
・
２
万
ト
ン

の
増
加（
前
年
比
１
２
・
８
％
の
増
加
）と
な
っ

た
。
こ
の
う
ち
、「
間
伐
材
・
林
地
残
材
等
」

に
由
来
す
る
木
材
チ
ッ
プ
は
、
２
６
３
・
５
万

ト
ン
（
前
年
か
ら
７
１
・
７
万
ト
ン
の
増
加
）、

「
製
材
等
残
材
」
に
由
来
す
る
木
材
チ
ッ
プ
は
、

１
５
０
・
１
万
ト
ン
（
前
年
か
ら
１
４
・
９
万

ト
ン
の
減
少
）、「
建
設
資
材
廃
棄
物
」
に
由
来

す
る
木
材
チ
ッ
プ
は
、４
１
２
・
６
万
ト
ン（
前

年
か
ら
１
４
・
６
万
ト
ン
の
増
加
）と
な
っ
た
。

「
間
伐
材
・
林
地
残
材
等
」
に
由
来
す
る
木

材
チ
ッ
プ
の
利
用
量
を
都
道
府
県
別
で
見
る

と
、
利
用
量
の
上
位
５
道
県
は
、
北
海
道
（
３

４
・
５
万
ト
ン
）、
宮
崎
県
（
２
６
・
５
万
ト

ン
）、
鹿
児
島
県
（
１
９
・
８
万
ト
ン
）、
大
分

県
（
１
８
・
７
万
ト
ン
）、
岩
手
県
（
１
６
・

７
万
ト
ン
）
と
な
り
、
前
年
に
比
べ
36
道
府
県

で
合
計
７
４
・
７
万
ト
ン
増
加
す
る
一
方
で
、

７
県
で
合
計
３
・
０
万
ト
ン
減
少
と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
北
海
道
（
１
４
・
６
万
ト
ン
の
増

加
）、
宮
崎
県
（
８
・
９
万
ト
ン
の
増
加
）、
岩

手
県（
７
・
７
万
ト
ン
の
増
加
）、新
潟
県（
６
・

９
万
ト
ン
の
増
加
）、
大
分
県
（
6
・
3
万
ト

ン
の
増
加
）
な
ど
で
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
施
設
の
新
設
や
本
格
稼
働
な
ど
に
よ
り
、
大

幅
な
増
加
と
な
っ
た
。

な
お
、
調
査
結
果
の
う
ち
、
利
用
量
（
確
定

値
）、
利
用
し
た
事
業
所
の
概
要
及
び
利
用
し

た
設
備
の
利
用
動
向
等
に
つ
い
て
は
、
本
年
12

月
に
公
表
す
る
予
定
。

■
「
林
材
業
業
況
動
向
調
査
概

要
」（
30
年
度
上
期
）（
平
成
30
年

8
月　

農
林
漁
業
信
用
基
金
）　

平
成
30
年
8
月
、（
独
）
農
林
漁
業
信
用
基

金
は
、
平
成
30
年
度
上
期
の
林
材
業
の
業
況
動

向
調
査
結
果
を
公
表
し
た
。
概
要
は
、
以
下
の

通
り
。

１
．
売
上
げ
見
通
し　

見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、
前
回

調
査
よ
り
20
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
マ
イ
ナ
ス
23

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。
29
年
度
下
期
の
売
上

げ
実
績
Ｄ
Ｉ
は
、
見
通
し
Ｄ
Ｉ
を
11
ポ
イ
ン

ト
下
回
る
マ
イ
ナ
ス
14
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

た
。

２
．
資
金
繰
り
等
の
見
通
し

（
１
）
資
金
繰
り
難
易
度
の
見
通
し　

見
通
し

Ｄ
Ｉ
は
、
前
回
調
査
よ
り
１
ポ
イ
ン
ト
上
回

り
、
マ
イ
ナ
ス
８
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

（
２
）
借
入
金
の
調
達
難
易
度
見
通
し　

見
通

し
Ｄ
Ｉ
は
、
前
回
調
査
よ
り
５
ポ
イ
ン
ト
上

回
り
、
８
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

（
３
）
借
入
金
残
高
の
増
減
見
通
し　

見
通
し

Ｄ
Ｉ
は
、
前
回
調
査
よ
り
５
ポ
イ
ン
ト
下
回

り
、
マ
イ
ナ
ス
16
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

（
４
）
短
期
借
入
金
の
金
利

①
短
期
借
入
金
の
金
利
見
通
し　

見
通
し
Ｄ
Ｉ

は
、
前
回
調
査
と
不
変
で
、
マ
イ
ナ
ス
４
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

②
調
査
時
点
に
お
け
る
平
均
金
利　

企
業
の
借

入
金
の
平
均
金
利
は
前
回
調
査
よ
り
0
・
０

８
％
下
回
り
、1
・
９
４
％
で
あ
っ
た
。「
国

産
材
企
業
」
と
「
外
材
企
業
」
と
の
平
均
金

利
の
差
は
0
・
２
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

（
５
）
売
上
代
金
の
回
収
及
び
仕
入
代
金
の
決

済
①
売
上
代
金
の
回
収　

前
回
調
査
と
比
べ
、
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「
手
形
50
％
以
下
」
の
割
合
が
増
加
し
、
そ

れ
以
外
は
横
這
い
、ま
た
は
減
少
と
な
っ
た
。

②
受
取
手
形
の
サ
イ
ト　

前
回
調
査
に
比
べ

「
３
ヵ
月
未
満
」・「
３
ヵ
月
以
上
４
ヵ
月
未

満
」
の
割
合
が
増
加
し
、
そ
れ
以
外
は
横
這

い
、
ま
た
は
減
少
と
な
っ
た
。

③
仕
入
代
金
の
決
済　

前
回
調
査
に
比
べ
、

「
全
額
現
金
」
が
増
加
し
、
そ
れ
以
外
は
減

少
と
な
っ
た
。

④
支
払
手
形
の
サ
イ
ト　

前
回
調
査
に
比
べ

て
、「
３
ヵ
月
以
上
４
ヵ
月
未
満
」・「
４
ヵ

月
以
上
５
ヵ
月
未
満
」
の
割
合
が
増
加
し
、

そ
れ
以
外
は
横
這
い
、
ま
た
は
減
少
と
な
っ

た
。

３
．
設
備
投
資
の
意
向　

見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、
前

回
調
査
よ
り
９
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
マ
イ
ナ
ス

27
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。
設
備
投
資
予
定
企

業
の
投
資
目
的
は
、
第
１
位
「
老
朽
化
に
伴

う
設
備
の
更
新
」（
57
％
）、
第
２
位
「
コ
ス

ト
低
減
等
の
合
理
化
」（
19
％
）、第
３
位
「
規

模
拡
大
の
た
め
の
増
設
」（
10
％
）
と
な
っ

て
い
る
。

４
．
在
庫
量
の
見
通
し

（
１
）
原
木
在
庫
量
の
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、
前
回

調
査
よ
り
９
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
マ
イ
ナ
ス

16
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。「
国
産
材
企
業
」・

「
外
材
企
業
」
別
で
は
、「
国
産
材
企
業
」
は

前
回
調
査
よ
り
６
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
マ
イ

ナ
ス
21
ポ
イ
ン
ト
、「
外
材
企
業
」
は
14
ポ

イ
ン
ト
上
回
り
、
０
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

（
２
）
製
品
在
庫
量
の
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、
前
回

調
査
よ
り
６
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
２
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
た
。「
国
産
材
企
業
」・「
外
材
企

業
」
別
で
は
、「
国
産
材
企
業
」
は
前
回
調

査
よ
り
６
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、２
ポ
イ
ン
ト
、

「
外
材
企
業
」
は
８
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、
マ

⑧
木
材
の
合
理
的
仕
訳
に
よ
る
森
林
資
源
の
有

効
活
用
・
最
大
価
値
の
実
現
、
山
元
還
元
の

増
加

⑨
中
小
事
業
者
等
（
中
小
素
材
生
産
業
者
・
製

材
工
場
・
販
売
店
・
大
工
工
務
店
等
）
に
も

配
慮
し
た
生
産
流
通
構
造
の
改
革

■
第
46
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及

展
示
会
始
ま
る

１
．（
岡
山
会
場
―
津
山
木
材
綜
合
市
場
）

第
46
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
展
示
会
が
９
月

６
日
（
木
）、
津
山
綜
合
木
材
市
場
（
木
下
恒

久
社
長
）
で
、
開
催
さ
れ
た
。
展
示
会
に
は
、

8
社
90
㎥
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
が
出
品
さ
れ
た
。

同
審
査
会
は
、
前
日
の
5
日
（
水
）
に
審
査
員

に
よ
る
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
た
。そ
の
結
果
、

3
社
が
百
点
と
い
う
高
評
価
を
得
た
。今
回
は
、

台
風
21
号
の
襲
来
も
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
の
運
休
・
航

空
便
の
欠
航
が
相
次
ぐ
な
ど
困
難
な
状
況
の

中
、
津
山
で
の
審
査
会
に
御
出
席
い
た
だ
い
た

服
部
順
昭
審
査
委
員
長
、
消
費
技
術
セ
ン
タ
ー

（
神
戸
）
及
び
全
木
研
並
び
に
市
場
関
係
者
の

皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

別
途
、
岡
山
会
場
独
自
の
取
組
と
し
て
、
高
得

イ
ナ
ス
４
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

５
．
純
利
益
の
見
通
し　

見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、
前

回
調
査
よ
り
11
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、
マ
イ
ナ

ス
22
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

６
．
木
材
価
格
の
見
通
し

（
１
）
原
木
価
格
の
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、
前
回
調

査
と
不
変
で
、35
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。「
国

産
材
企
業
」・「
外
材
企
業
」
別
で
は
、「
国

産
材
企
業
」
は
、
前
回
調
査
よ
り
１
ポ
イ
ン

ト
下
回
り
、
31
ポ
イ
ン
ト
、「
外
材
企
業
」

は
19
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
69
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
た
。

（
２
）
製
品
価
格
の
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、
前
回
調

査
よ
り
７
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
13
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
た
。「
国
産
材
企
業
」・「
外
材
企
業
」

別
で
は
、「
国
産
材
企
業
」
は
前
回
調
査
よ

り
９
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、12
ポ
イ
ン
ト
、「
外

材
企
業
」
は
１
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、
31
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
た
。

７
．
当
面
す
る
経
営
上
の
問
題
点
と
し
て
は
、

「
原
材
料
仕
入
れ
原
価
上
昇
」・「
人
手
不
足
」

（
21
％
）、「
売
上
不
振
」（
19
％
）、「
人
件
費

増
加
」（
12
％
）、「
販
売
価
格
の
下
落
」

（
10
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

８
．
今
後
の
経
営
の
見
通
し
及
び
事
業
方
針

（
１
）
今
後
の
経
営
の
見
通
し　

見
通
し
Ｄ
Ｉ

は
、
前
回
調
査
と
不
変
で
、
マ
イ
ナ
ス
16
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

（
２
）
今
後
の
事
業
方
針　

今
後
の
事
業
方
針

の
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、
前
回
調
査
よ
り
１
ポ
イ

ン
ト
下
回
り
、
６
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

９
．
林
業
信
用
保
証
に
つ
い
て
は
、

（
１
）
今
後
、
林
業
信
用
保
証
の
利
用
に
つ
い

て　
「
現
状
維
持
」（
65
％
）、「
減
ら
し
た
い
」

（
19
％
）、「
増
や
し
た
い
（
始
め
た
い
）」

（
16
％
）
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

（
２
）
木
材
の
安
定
取
引
に
つ
い
て　

素
材
生

産
業
者
と
木
材
加
工
業
者
の
方
が
協
定
を
締

結
し
た
木
材
の
安
定
取
引
に
つ
い
て
、「
現

状
維
持
」（
60
％
）、「
増
や
し
た
い
」（
36
％
）、

「
減
ら
し
た
い
」（
４
％
）と
い
う
結
果
と
な
っ

た
。

■
林
野
庁
へ
の
政
策
提
言

平
成
30
年
8
月
27
日
、
当
連
盟
正
副
会
長
支

部
長
等
が
林
野
庁
を
表
敬
訪
問
し,

牧
元
長
官

及
び
本
郷
次
長
と
懇
談
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

際
、
全
市
連
と
し
て
の
政
策
提
言
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
概
要
は
、
以
下
の
通
り
。

①
7
月
豪
雨
・
台
風
災
害
並
び
に
熊
本
地
震
及

び
東
日
本
大
震
災
等
か
ら
の
復
興
に
向
け
た

地
域
材
利
用
拡
大

②
国
産
材
の
安
定
供
給
（
と
り
わ
け
優
良
国
有

林
材
等
）（
林
業
経
営
の
集
積
・
拡
大
、
加

工
の
生
産
性
向
上
及
び
流
通
全
体
の
効
率
化

等
）

③
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
及
び
森
林
環
境
譲
与

税
（
仮
称
）
創
設
に
よ
る
森
林
吸
収
源
対
策

に
必
要
な
財
源
の
確
保

④
地
方
創
生
の
た
め
の
金
融
・
税
制
の
維
持
・

充
実
（
森
林
吸
収
源
対
策
の
財
源
確
保
及
び

軽
油
引
取
税
免
税
措
置
等
）

⑤
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
下
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
も
活
か
し
た
合
法
証
明
木
材
並
び
に
Ｊ
Ａ

Ｓ
製
材
等
の
普
及
・
利
用
拡
大

⑥
Ａ
材
の
需
要
拡
大
・
利
用
促
進
（
五
感
を
通

し
て
木
材
の
よ
さ
を
伝
え
る
構
法
・
内
装
木

質
化
等
並
び
に
都
市
の
木
造
・
木
質
化
等
の

推
進
）

⑦
民
間
建
築
物
等
に
お
け
る
国
産
材
需
要
拡
大

に
関
す
る
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
木
材
利
用
促

進
法
の
実
現

審査・計測の様子
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く
含
む
原
木
の
市
売
り
及
び
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
を

始
め
と
し
、
東
濃
ヒ
ノ
キ
等
の
優
良
製
材
品
な

ど
が
販
売
さ
れ
、
活
況
を
呈
し
た
。

■
岡
野
健
氏
グ
リ
ー
ン
賞
受
賞

林
政
記
者
ク
ラ
ブ
は
、
第
59
回
林
政
記
者
ク

ラ
ブ
賞
（
グ
リ
ー
ン
賞
）
を
東
京
大
学
名
誉
教

授
岡
野
健
氏
に
贈
呈
す
る
。
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎

年
林
業
・
木
材
産
業
の
発
展
に
尽
力
し
て
い
る

隠
れ
た
功
労
者
を
発
掘
し
、
同
賞
を
贈
呈
し
て

い
る
。
岡
野
氏
は
、
東
京
大
学
に
お
い
て
、
教

授
等
を
歴
任
、
セ
ル
ロ
ー
ス
結
晶
構
造
の
解
析

や
木
材
物
理
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
多
大
な
業

績
を
上
げ
、
日
本
学
術
会
議
、
日
本
木
材
学
会
、

セ
ル
ロ
ー
ス
学
会
等
で
役
職
を
務
め
ら
れ
、
幾

多
の
優
秀
な
人
材
を
育
成
し
た
こ
と
は
、
周
知

の
事
実
。
東
京
大
学
退
官
後
、
日
本
木
材
総
合

情
報
セ
ン
タ
ー
「
木
の
な
ん
で
も
相
談
室
」
室

長
と
し
て
、
建
築
士
や
工
務
店
等
か
ら
の
専
門

的
な
質
問
、
一
般
市
民
か
ら
の
素
朴
な
疑
問
や

様
々
な
質
問
、
相
談
に
対
し
、
判
り
易
く
丁
寧

に
回
答
さ
れ
、
木
材
利
用
に
関
す
る
市
民
の
理

解
を
深
め
、
普
及
に
努
め
た
。
木
材
を
利
用
す

る
人
が
遭
遇
す
る
様
々
な
問
題
を
、論
理
的
に
、

デ
ー
タ
に
よ
っ
て
解
決
で
き
る
よ
う
、
網
羅
的

に
整
理
し
て
判
り
易
く
解
説
し
た
「
木
材
科
学

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
編
者
と
し
て
取
り
ま
と
め

た
。
更
に
、
温
暖
化
防
止
等
に
関
す
る
人
々
の

意
識
を
啓
発
し
、
よ
り
良
い
地
球
環
境
の
創
生

と
国
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
木
材
及
び
合
板
等
に
関
す
る
資
料
や
情

報
等
を
広
く
収
集
し
て
、
一
般
の
市
民
を
対
象

に
公
開
・
展
示
す
る
「
木
材
・
合
板
博
物
館
」

の
立
ち
上
げ
に
尽
力
し
、館
長
と
し
て
、木
材
・

合
板
へ
の
理
解
増
進
に
努
め
た
。
加
え
て
、
木

材
製
品
の
樹
種
、
原
産
地
、
加
工
の
種
類
等
当

該
木
材
製
品
に
関
す
る
情
報
を
自
主
的
に
表
示

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
費
者
及
び
需
要
者
に

対
す
る
製
造
業
者
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
企

業
の
社
会
的
責
任
を
全
う
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
「
木
材
表
示
推
進
協
議
会
」
会
長
と
し
て

適
切
な
木
材
表
示
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。
木

材
や
木
材
利
用
の
助
言
・
指
導
が
で
き
る
人
材

を
養
成
し
、「
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て

認
定
し
て
、
そ
の
活
動
に
よ
り
森
林
や
木
材
、

木
造
建
築
の
良
さ
を
、
建
築
関
係
者
や
一
般
の

方
々
に
伝
え
る
全
市
連
の
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

制
度
創
設
、
資
格
認
定
委
員
長
並
び
に
講
師
と

し
て
活
躍
頂
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
般
市
民
に

対
す
る
木
材
利
用
の
普
及
啓
発
分
野
で
果
た
さ

れ
た
貢
献
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な
っ
た
。

秋
も
深
ま
り
、
お
酒
の
美
味
し
い

季
節
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ニ
ワ

ト
コ
と
い
う
植
物
が
あ
り
ま
す
。
レ

ン
プ
ク
ソ
ウ
科
（
以
前
は
ス
イ
カ
ズ

ラ
科
）ニ
ワ
ト
コ
属
の
落
葉
低
木
で
、

花
期
は
3
―

5
月
、
ふ
つ
う
黄
白
色

の
小
さ
い
花
を
多
数
つ
け
る
。
果
実

は
球
卵
形
の
核
果
と
な
り
、
6
―

8
月
に
暗
赤

色
に
熟
し
て
鮮
や
か
。
本
州
、
四
国
、
九
州
に

分
布
し
、
山
野
の
林
縁
に
普
通
に
み
ら
れ
る
。

枝
の
髄
は
太
く
発
達
し
、乾
燥
さ
せ
た
も
の
は
、

顕
微
鏡
観
察
の
標
本
用
に
、
生
物
組
織
か
ら
薄

い
切
片
を
切
り
出
す
と
き
の
支
持
材
（
ピ
ス
）

と
し
て
古
く
か
ら
利
用
さ
れ
て
お
り
、
あ
あ
、

あ
れ
か
と
、
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
方
も
お

ら
れ
る
と
思
う
。
こ
の
ニ
ワ
ト
コ
は
日
本
の
酒

呑
み
に
と
っ
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
植
物
の
よ

う
な
の
で
あ
る
。
縄
文
時
代
の
三
内
丸
山
遺
跡

（
青
森
県
）
か
ら
ニ
ワ
ト
コ
の
種
子
を
主
体
と

し
、
キ
イ
チ
ゴ
、
サ
ル
ナ
シ
、
ヤ
マ
グ
ワ
、
マ

タ
タ
ビ
及
び
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
な
ど
の
種
子
が
含
ま

れ
た
団
子
状
も
の
が
出
土
し
、
何
か
し
ら
の
発

酵
物
を
作
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
。

狩
猟
採
取
民
は
酒
を
持
た
な
い
と
い
う
、
こ
れ

ま
で
の
定
説
を
覆
し
、
ど
う
や
ら
、
縄
文
時
代

に
日
本
列
島
で
ニ
ワ
ト
コ
酒
を
造
っ
て
い
た
ら

し
い
の
で
あ
る
。
ニ
ワ
ト
コ
の
実
に
は
天
然
の

麹
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
含
む
果
汁
は
置

い
て
お
く
と
自
然
に
酒
に
な
る
と
言
わ
れ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
部
で
は
、
ニ
ワ
ト
コ
の
仲
間

を
利
用
し
た
お
酒
（
エ
ル
ダ
ー
ワ
イ
ン
）
が
現

在
で
も
造
ら
れ
て
い
る
。
1
万
年
以
上
続
い
た

と
い
う
縄
文
時
代
の
間
に
、
人
々
は
周
囲
の
植

物
の
特
性
を
活
か
し
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
知

恵
と
技
術
を
身
に
着
け
た
こ
と
は
、
誠
に
尊
敬

に
値
す
る
。
御
先
祖
様
に
乾
杯
！

雑 記 帳

点
の
出
品
者
3
社
に
対
し
て
、
岡
山
県
知
事
賞

が
贈
ら
れ
た
。

２
．（
愛
知
会
場
―
東
海
木
材
相
互
市
場
大
口

市
場
）

９
月
6
日
（
木
）
及
び
7
日
（
金
）
に
は
、

東
海
木
材
相
互
市
場
大
口
市
場
に
お
い
て
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
製
材
品
の
審
査
会
、
展
示
会
が
開
催
さ
れ

た
。
6
日
の
審
査
会
は
、
21
社
か
ら
出
品
さ
れ

た
１
９
９
㎥
の
製
材
品
を
対
象
に
、
服
部
順
昭

委
員
長
等
に
よ
る
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
百
点
が
5
社
と
い
う
大
変
優
秀
な

評
価
を
得
た
。
な
お
、
当
日
は
、
大
径
材
を
多 審査会の様子審査の様子

岡野健氏

展示会開催


